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国
の
進
め
る
行
政
の

デ
ジ
タ
ル
化
と
は
。

　
　
　
国
で
は
「
経
済
財
政

運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２

０
１
９
」
の
中
で
、「
デ
ジ

タ
ル
ガ
バ
メ
ン
ト
に
よ
る
行

政
効
率
化
」
を
掲
げ
て
い
る
。

議
員

町
長

　
　
　
デ
ジ
タ
ル
化
の
た
め

の
人
材
の
養
成
確
保
は
。

　
　
　
デ
ジ
タ
ル
化
を
実
現

し
て
い
く
た
め
に
は
情
報
シ

ス
テ
ム
を
効
率
的
・
効
果
的

に
運
用
整
備
す
る
た
め
の
専

門
人
材
の
確
保
や
そ
れ
を
扱

う
職
員
の
基
本
的
ス
キ
ル
の

向
上
も
求
め
ら
れ
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
外
部
あ

る
い
は
民
間
か
ら
の
協
力
を

得
る
形
で
、
取
り
組
む
機
会

を
創
出
し
た
い
。

　
今
後
、
国
が
進
め
る
行
政

デ
ジ
タ
ル
化
、
町
独
自
で
進

め
る
情
報
化
対
策
な
ど
、
先

進
的
な
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
、

一
歩
先
行
く
取
り
組
み
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

町
長

　
　
　
町
の
行
政
デ
ジ
タ
ル

化
へ
の
対
応
は
。

　
　
　
国
の
動
向
な
ど
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
町
と
し
て
の

行
政
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
地
域
情
報

基
盤
を
整
備
す
る
な
ど
積
極

的
に
情
報
化
、
デ
ジ
タ
ル
化

に
向
け
て
進
め
て
き
た
。
住

民
情
報
シ
ス
テ
ム
の
ク
ラ
ウ

ド
化
や
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
病
院
で
の
保
険
証

の
利
用
に
向
け
た
準
備
を
進

め
る
な
ど
、
適
宜
対
応
を
進

め
て
い
る
。

　
行
政
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル

化
の
取
り
組
み
は
、
住
民
や

議
員

町
長

　
　
　
地
域
社
会
の
維
持
や

安
全
安
心
に
係
わ
る
自
治
会

の
新
た
な
負
担
軽
減
に
つ
い

て
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
町
で
は
、
平
成
元
年

度
以
降
、
自
治
会
活
動
交
付

金
や
「
や
る
気
ま
ん
ま
ん
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
」
事
業
な

ど
に
よ
り
財
政
面
で
の
活
動

支
援
を
行
い
、
平
成
18
年
度

か
ら
は
、「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
補
助
金
」
創
設
や
「
地

議
員

町
長

　
　
　
新
し
い
環
境
の
も
と

で
の
地
域
間
交
流
に
つ
い
て

考
え
を
伺
う
。

　
　
　
今
年
度
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
が
縮

小
、
延
期
、
中
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
当
面
は
、
こ
の
よ
う

な
状
況
が
続
く
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
中
、10
月
の「
町

民
ま
つ
り
」
で
は
新
た
な
生
活

様
式
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
発
想
で
に
ぎ
わ
い
を

創
出
で
き
た
と
感
じ
て
い
る
。

　
地
域
活
動
は
じ
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
に
お
い
て
、

先
人
の
皆
さ
ん
の
実
績
を
踏

ま
え
、
十
分
な
感
染
対
策
の

も
と
次
代
に
引
き
継
い
で
い

く
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
。

　
国
や
県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

も
参
考
に
、
新
た
な
生
活
様

式
に
基
づ
い
た
「
地
域
間
交

流
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
、

地
域
と
町
が
連
携
し
な
が
ら

取
り
組
み
「
協
創
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
進
展
さ
せ
た
い
。

議
員

町
長

　
　
　
自
治
会
や
団
体
を
募

り
、
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く

考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

　
　
　
人
口
減
少
が
進
む
中
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化

の
た
め
、
町
民
が
気
軽
に
集

い
、
憩
う
こ
と
が
で
き
る
場

の
創
出
は
、
重
要
な
取
り
組

み
の
一
つ
と
考
え
て
お
り
、

訪
れ
た
方
が
町
の
地
域
資
源

や
魅
力
、
人
や
風
土
を
実
感

で
き
る
重
要
な
空
間
形
成
で

も
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
今
年
度
か
ら
の
町
総
合
計

画
・
中
期
計
画
で
、「
つ
な
が

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
に
掲

げ
、
関
係
人
口
の
創
出
・
拡

大
に
取
り
組
み
、「
町
民
主

体
の
地
域
づ
く
り
」
推
進
の

た
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
、

団
体
、個
人
が
取
り
組
む
活

動
を
支
援
し
、
新
た
な
憩
い

の
場
形
成
と
ま
ち
全
体
の
に

ぎ
わ
い
を
創
出
し
て
い
く
。

議
員

町
長

山
やま

崎
ざき

　邦
くに

廣
ひろ

 議員

域
担
当
職
員
制
度
」
導
入
な

ど
人
的
面
で
の
支
援
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
ま
た
、
各
地

区
セ
ン
タ
ー
の
太
陽
光
発
電

設
備
の
売
電
料
に
よ
り
活
動

費
を
上
積
み
す
る
な
ど
財
源

確
保
に
努
め
て
き
た
。

　
今
年
の
夏
以
降
、
県
内
で

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
が
拡
大
し
、
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　
町
で
は
、
こ
う
し
た
状
況

に
お
い
て
も
町
民
の
安
全
で

安
心
な
地
域
で
の
活
動
の
た

め
に
、
各
地
区
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
公
共
施
設
に
消
毒
液
を

配
布
し
た
ほ
か
、「
協
創
の

ま
ち
づ
く
り
補
助
金
」
の
補

助
対
象
を
見
直
し
、
活
動
に

必
要
な
感
染
症
対
策
に
係
る

物
品
購
入
費
用
を
追
加
し
た
。

　
今
後
も
、
地
域
と
連
携
し
、

感
染
症
対
策
の
み
な
ら
ず
、

地
域
の
負
担
軽
減
を
図
り
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
衰
退

し
な
い
よ
う
、
十
分
な
対
策

を
講
じ
な
が
ら
、
協
創
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

一般質問

問

答

新型コロナ影響下の地域振興策は

町民の地域づくり活動を積極支援

一般質問

活
動
の
負
担
軽
減

地
域
間
交
流
の
在
り
方

憩
い
の
場
創
出

遠
えん

藤
どう

 裕
ひろ

樹
き

 議員

　
自
治
体
の
ク
ラ
ウ
ド
化
を

計
画
的
に
推
進
す
る
と
い
う

も
の
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
等
の
既
存
イ
ン
フ
ラ
を
最

大
限
活
用
し
業
務
へ
の
利
活

用
拡
大
を
進
め
る
と
し
て
い

る
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
は
、
行
政
手
続
オ
ン
ラ
イ

問

答

行 政 の デ ジ タ ル 化 は

一 歩 先 行 く 取 り 組 み を

行
政
の
効
率
化

シ
ス
テ
ム
の
運
営

町
の
対
応
と
取
り
組
み

ン
化
や
自
治
体
情
報
シ
ス
テ

ム
標
準
化
等
、
自
治
体
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
、
テ
レ
ワ
ー

ク
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
環
境

の
整
備
、遠
隔
医
療
や
８
Ｋ・

Ａ
Ｉ
等
の
医
療
分
野
へ
の
活

用
推
進
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

歩行者天国で薪積み選手権を行うなど工夫をこらした
町民まつり（10月11日開催）

マイナポイントの手続きも簡単にできます

企
業
に
と
っ
て
利
便
性
が
向

上
す
る
と
と
も
に
、
地
域
や

組
織
の
枠
を
超
え
た
連
携
の

基
と
な
る
も
の
で
、
こ
う
し

た
認
識
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

速
や
か
に
対
応
し
て
い
き
た

い
。


